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ペニシリン耐性肺炎球菌（Penicillin-resistant Streptococcus pneumoniae: PRSP）感染症は、
1999 年 4月に施行された感染症法で四類定点把握対象疾患に、また、2003年 11 月の感染
症法の改正では五類定点把握対象疾患となり、現在、基幹定点医療機関（病床数 300 以上
の内科又は外科を標榜する医療機関で、全国約 500 定点）の医師が PRSP 感染症と診断し
た場合、月単位で届出ることが義務づけられている。 
PRSP 感染症としての届出対象は PRSPにより発症した患者であり、保菌しているだけの者
は 対 象 外 で あ る （ 届 出 基 準 、 届 出 票 に つ い て は
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-05-37-01.html 参照）。
なお、感染症法に基づく届出の基準として示された PRSP の判定基準値は医療機関で用い
られている判定基準値と異なることがある。（文末参考） 

2024年に報告された PRSP 感染症は 916 例であり、定点当たり報告数は 1.9 であった（図
1）。定点当たり報告数は 2011年以降減少し、2020 年に 3.7 から 1.8 へと半減したのち、横
ばいとなっていた。2024 年の PRSP感染症は、41都道府県の 162 基幹定点医療機関から報
告された。2024 年に五類定点把握対象疾患を報告した医療機関数の月当たりの平均は 480
で、PRSP感染症はそのうちの 34%から報告された。 

2024 年に報告された患者の性別は男性が 547 例（60%）と女性より多く（図 2）、2013 年
以降同様の傾向であった。また、各基幹定点医療機関からの報告数は中央値 3、最小値 1、
最大値 36 であった診断時年齢について、70 歳以上の割合が 46％と最も高く、次いで 5 歳
未満の割合が 25％であった。5 歳未満の報告数は 2013 年以降漸減しており、その全体に占
める割合も減少していた。 
菌が分離された検体*は、気道検体は 2013 年以降増加傾向で、2024 年は 570 例（62%）で
最も多かった（表１、表２）。血液検体の割合は 2013 年の４％から増加傾向を示し、2024
年は９％であった。 

＊菌が分離された検体は検体採取部位として登録された情報を用い集計した（検体採取部
位:複数部位から検出された場合は、最も重要と考えられる 1 か所のみが報告される）。 





 

 




